
6月中旬から10月までの約 4か月間、
国際芸術祭「あいち2022」のアート・プロジェクトとして、
有松・鳴海絞りの伝統と革新が共存する有松の地で、 
手芸好きのみなさんや、手芸をやってみたい方が集まる
有松手芸部を開催します。
どなたでもお気軽にご参加いただけます。
おうちで手芸を楽しんでいる方、手芸をやってみたい方が
共に学びあい、おしゃべりしながら手を動かします。

参加費無料。
活動に必要な材料、道具は持参ください。
＊初回は材料、道具を貸し出しますので、
 手ぶらでお気軽にお越しください。
＊自主活動をする場です。
 手芸講師による講習会ではありません。

有 松 手 芸 部 に
参 加しませ んか

●手芸部立ち上げ記念イベント in 有松絞りまつり 

第38回有松絞りまつりにてワークショップを開催します。  ＊詳細は裏面をご確認ください。 

部室｜旧 加藤呉服店  ＊駐車場はありません。
 （〒458-0924 名古屋市緑区有松3146番地、名鉄有松駅から徒歩5分）
対象｜どなたでも ＊未就学児の子どもたちは、必ず保護者の同伴で参加してください。
予約｜不要、直接会場へお越しください。

有 松 手 芸 部
2022. 6.16（木）-7月までの木、金、土曜
OPEN｜13 : 0 0 - 16 : 0 0（入退場自由）

＊上記以外の日程は手芸部を開催しませんが、会場内の作品展示はご観覧いただけます。

＊7月上旬以降の活動日は参加者の皆さんと別途相談します。

国際芸術祭「あいち2022」会期中

2022. 7.30（木）-10.10（月・祝）までの木曜

2022. 6.4（土）、5（日） 会場｜旧 山田薬局

OPEN｜13 : 0 0 - 16 : 0 0（入退場自由）

新型コロナウイルス感染防止のため、手芸部での活動を希望される方へのお願い
・ 咳や発熱など体調の優れない方はご来場をお控えください。 
・ 過去2週間以内に感染が引き続き拡大している国・地域への訪問歴がある場合は
　ご来場をお控えください。 
・ 入口で検温をお願いします。37.5度以上の発熱がある方は活動できません。 
・ 活動中は常時マスクの着用をしてください。 
諸事情により、告知なく活動の予定が変更になる場合があります。ご了承ください。

有松手芸部インスタグラム
Arimatsu_shugei 主催｜国際芸術祭「あいち」組織委員会　お問い合わせ｜052-971-3111（平日 9:00-17:00）

土



はじめまして、宮田明日鹿です。
私は家庭用編み機や糸を使っている
アーティストです。作品を作る以外に、
2017年から名古屋市港区で港まち手芸部の
部長として企画運営をしています。
港まち手芸部では地域の方を中心に編み物を
学びあい、おしゃべりする場を作っています。
今回、国際芸術祭「あいち2022」の参加作家
として有松地域で手芸部を立ち上げます。
先生という立場の方はいません。
そして決まったルールはありません。
有松手芸部では編み物なのか、縫物なのか、
どういったことが始まるのか、
参加してくださる方と一緒に場を作ります。

手芸部の発足にあたって

朝の散歩で素敵な手編みの靴下の方に声をかけたら、
手芸部に参加されている方で、「あなたもどう？」と誘っ
てもらい参加しています。毎週みんなの顔をみて話し
ているだけで元気をもらえます。（編み物初心者より）

作品としてセーターができるようになったときは完
成した喜びがありました。みんなで集まることでやる
きっかけができ、ものを作る楽しさを得ています。会
社勤めだったので知人が少なかったけど、参加した
ことでまちに住む方の顔が見え、知人が増えました。
（編み物経験者より）

習いに行くより気楽で好きなものを編めるのが何よ
りも魅力です。経験者だけど学びも多く、新しい技
術を知ることができます。昔に少しでも編んだこと
があればきっとできるので挑戦してみてください。
（編み物経験者より）

「あいち2022」は、国内最大規模の国際芸術祭の一つで
あり、国内外から多数のアーティストが参加します。愛知芸
術文化センターのほか、一宮市、常滑市、有松地区（名古屋
市）のまちなかを会場として広域に展開します。現代美術、
パフォーミングアーツ、ラーニング・プログラムなど、ジャンル
を横断し、最先端の芸術を「あいち」から発信します。 

●手芸部立ち上げ記念イベント in 有松絞りまつり 

日時｜6/4（土）、5（日）
  10:00-12:00 / 14:00-17:00
会場｜旧 山田薬局
 （〒458-0924 名古屋市緑区有松 1811番地、
  名鉄有松駅から徒歩3分）

対象｜どなたでも 
＊未就学児の子供たちは、必ず保護者の同伴で参加してください。

予約｜不要、直接会場へお越しください。
参加費｜無料

有松・鳴海絞りを製造する工程で
使用済みとなった絞り糸で、手芸の素材として
使う太い糸を家庭用編み機で作ります。

港まち手芸部の様子

港まち手芸部員の声

港まち手芸部（名古屋市港区築地口学区）
インスタグラム　minato_shugei
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国際芸術祭「あいち2022」

テーマ｜STILL ALIVE 今、を生き抜くアートのちから
会期｜2022年7月30日（土）̶ 10月10日（月・祝）［73日間］
芸術監督｜片岡真実（森美術館館長、国際美術館会議（CIMAM）会長）
会場｜愛知芸術文化センター、一宮市、常滑市、
　　   有松地区（名古屋市）
主催｜国際芸術祭「あいち」組織委員会
問合せ｜TEL：052-971-3111（代表）  FAX：052-971-6115
  E-mail：triennale@pref.aichi.lg.jp

◎探しています。

家に眠っている
・手芸の道具（編み棒、かぎ針、縫い針、アイロン、
 刺繍枠、かせくり機、玉巻機など）
・材料（毛糸、糸、ビーズ、ミシン糸、刺繍糸など）
・手芸品
 （ご本人、お家の方が作られたもの、写真などでも）

＊手芸部は道具、材料を家に眠る素材で運営します。

手芸部開催時にお持ちよりください。


